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午前１０時０５分開会 

○委員長（清水  寛） それでは、ただいまから文

教民生委員会を開会します。 

 一般会計に関する予算関係議案につきましては、

予算決算委員会に付託され、当委員会は文教民生分

科会として担当部分の審査を分担することになり

ます。したがいまして、議事の進行は、委員会と分

科会を適宜切り替えて行いますので、ご協力をお願

いいたします。 

 委員の皆さんはＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォル

ダー、文教民生委員会、２０２５．０６．２５の中

に本日の主な資料を配信しておりますので、ご確認

ください。 

 それでは、これより協議事項１、付託・分担案件

の審査、ア、委員会審査に入ります。 

 審査日程ですが、まず、委員会付託された議案の

うち第５４号議案の説明、質疑、討論、表決を行い、

次に、当分科会に分担されました第５５号議案につ

いての説明、質疑、討論、表決を行います。次に、

委員のみで、委員会及び分科会意見・要望等の取り

まとめを行います。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、説明、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をお願いいたします。 

 また、発言の最初には、必ず課名と名字をお願い

をいたします。 

 それでは、第５４号議案、訴えの提起についてを

議題といたします。 

 説明に当たっては、資料のページ番号をお知らせ

ください。 

 それでは、健康福祉部高年介護課の説明をお願い

いたします。 

 定元次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） 追加議案書の３ペ

ージをご覧ください。第５４号議案、訴えの提起に

ついてご説明いたします。 

 本件は、豊岡市地域介護拠点整備費補助金等の不

正受給により、本市に損害を与えた者に対し、損害

の賠償を求める訴訟の提起について、地方自治法の

規定により議会の議決を求めるものです。 

 １の訴訟の相手方は、豊岡市●●●●●●●●、

●●●です。 

 ２の出訴の要旨ですが、株式会社げんきは、不正

の手段により定期巡回・随時対応型訪問介護看護事

業所及び居宅介護支援事業所の指定を受け、当該事

業に関する介護給付費及び補助金の給付を受けて

おります。また、同社は、外出支援サービス助成金

において根拠の明らかでない請求を行い、給付を受

けております。 

 本訴において被告となる相手方は、株式会社げん

きの元代表取締役であり、介護指定及び補助金の申

請を行うほか、介護給付費、補助金、助成金の請求

業務を行った当時の代表取締役であります。 

 同人は、介護事業に関して不正の手段により受け

た介護指定に基づく介護給付費及び補助金申請・請

求を行っており、外出支援サービス助成事業に関し

ても、適法・適正な請求を行う義務を行うべきとこ

ろ、これを怠り、本市から疑義を生じた請求につい

て再三の照会・指導を行っても、その請求根拠とな

る業務の実態などを具体的に明らかにしておりま

せん。 

 よって、相手方には、取締役としての任務懈怠に

つき、悪意または重大な過失があることは明らかで

あることから、本市に損害を与えた相手方に対し、

請求金額記載の損害の賠償を求め、訴えを提起しよ

うとするものであります。 

 なお、市は、２０２５年３月２８日付で上記介護

指定を取り消しており、株式会社げんきに対して、

補助金、介護給付費及び助成金の返金を求めており

ますが、同社からの返金は困難であることが見込ま

れております。 

 今後の株式会社げんきへの対応についてです。同

社は、市から多額の債務を抱え、現在は看板を下ろ

し、事務所は閉鎖し、市から郵送する書類は返送さ

れている状態であります。一方、補助金で取得した

資産、車などですが、無断で処分するなどしており、

既に破産状態であると推測をしております。よって、
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まずは破産処理による資産調査を行い、債権回収等

を行う予定としております。 

 続きまして、４ページをご覧ください。請求金額

は記載のとおり、４つの事業の元金合計２，９２０

万５，５６９円と、各事業ごとに発生をします遅延

損害金、加算金及び延滞金を加えた金額となります。 

 ３の訴訟に関する取扱いについて、控訴、上告、

和解等、この訴訟に関する全ての事項の実施を市長

に一任するものとしております。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 介護事業所げんきさん、補助

金不正受給、本市に損害を与えたとして損害賠償を

求めるということですけど、以前に記者発表前にこ

ういうメール配信、議会事務局から受けた気がしま

すけど、これ、新聞沙汰になりましたよね。それい

つ頃だったでしょうか。それで、今、この訴えの提

起って、あのときから今に至って、何でこうなった

かと、それから、この閉会日に急に出てきてね、な

かなかこれ、うちの会派でね、これどういう態度取

ろうかと思ったんだけど、なかなか現時点では情報

が乏しくて分からない状況なんですよ。この辺、教

えていただけませんか。 

○委員長（清水  寛） 定元次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） まず、先ほどあり

ました、指定取消しにつきましては、３月の２８日

に委員の皆さんには配信をさせていただいており

ますので、内容的にはご存じかと思っております。 

 そのときに、株式会社げんきのほうが、今言った

不正等、虚偽報告だとか虚偽答弁、不正手段により

補助金等取得したということでありましたので、指

定取消しをしたということを、そのものを配信をし

ていると思っております。そちらにつきまして、同

じ日にこちらのほうは株式会社げんきのほうに補

助金の返還の請求をさせていただいております。 

 先ほども説明しましたとおり、本来でしたら、株

式会社げんきのほうに補助金請求をしております

が、げんきのほうはもう現状、今は閉鎖している状

態であります。したがいまして、こちらのほうとし

ましては、元代表取締役であります●●●氏に対し

て、今度は訴えの提起を行うというものであります。 

 なお、今日、なぜ急にこれが出てきたかというこ

とがありますが、やはりこちらのほう、これから告

訴等を行っていく中で、やはりこれを早めに出して

しまうと、やはり相手方にはそれが出てしまいます

ので、その辺を少しでも短くしたいということで、

今日、閉会日の最終日にこの提案をさせていただい

たということであります。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 今日出された理由は、早う出

すと、相手方に出てしまうと言われましたけど、相

手方にはまだこれはまだ、ここで議決されてからい

う話で、相手方には一切まだ分かってない話なんで

すか。 

○委員長（清水  寛） 定元次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） ですので、５４号

議案、今日、これを提案をさせてもらいまして、議

会の議決を得た後にこれから告訴をさせていただ

くというものであります。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） はい、若森参事。 

○健康福祉部参事（若森 洋崇） 言葉訂正します。 

 今、定元さん、告訴とおっしゃいましたけど、正

しくは出訴です。訴えの提起です。 

○委員長（清水  寛） ほか、ほかございますか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 定元課長ご存じのとおり、部

次長ご存じのとおり、外出支援サービスが２９７万

円の請求があったっちゅうのは、僕はこれ聞いてた

んですよ。その後、まあまあ大きい額のは知らない

ですけど、その時点では、本人の話で、僕は悪意と

か、そういう悪質性は感じなかったんですけど、あ

の時点で分割してだったら払うみたいなね、ことを

僕は聞いたんですけど、今回は非常に悪意か、重大

な過失かというのはもう明らかだと断定されてる
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じゃないですか。外出支援サービスで２９７万円請

求受けたときに、僕ちょっとこの話聞いたときは、

分割して払うとね、本人おっしゃられたんですけど

ね、こんな悪意とか感じなかったんですけどね、い

かがでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 定元次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） 今、委員の質問の

ところは、多分、その当時は外出支援のことだけで

判断をされたと思うんですが、先ほど言いましたよ

うに、それから以後、あくまでもこの指定取消しと

いうものがあります。これにつきましては、もう悪

意が間違いありません。また、外出支援につきまし

ても、先ほどもこちらに書いておりますように、疑

義が生じた請求につきまして、再三の照会・指導を

行ってもその請求根拠となる業務の実態を明らか

にしておりません。ですので、具体的にこちらのほ

うが聞いても回答がありません。したがいまして、

明らかにこちらにつきましては、もう疑義がありま

して、そちらのほうも悪意があるというふうに解釈、

対応をしまして、今回の訴えをするというものにし

ております。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ほかの方がいなければまだ言

いますけど、あればどうぞ。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございますか。 

 はい。 

○委員（福田 嗣久） まあ、初めて聞いたような気

もするんだけども、３月ということでおっしゃって、

それはそれであれですけども、この外出支援サービ

ス、それから居宅介護の支援事業者として、市が関

わりをされたんはいつからですか。市が許可された

とか、認定をされたとかいう、いつからの話、スタ

ートはいつからですか、これ。 

○委員長（清水  寛） 定元次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） まず、外出支援に

つきましては、最初の登録申請、一番最初が２０２

１年９月２日からです。定期巡回は２０２３年の１

０月の１日から。もう一つのほうが、居宅介護のほ

うが２０２４年の８月の１日からです。 

 すみません、もう一度確認いたします。定期巡回

のほうが２０２３年１０月の１日、居宅介護のほう

が２０２４年の８月の１日が指定になっておりま

す。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 理解しました。 

 それで、外出支援サービスから始まって４年か、

３年と半、３月ですから、３年かな。それから居宅

介護でも半年ですね。 

 まず、それはそれで了解しますけれども、何てい

うんかな、居宅介護、地域介護拠点整備事業の補助

金で２，０００万円、これはまず、県だけの補助金

なのか市の補助金なのか、この内訳を教えていただ

きたい。 

 それで、これだけの補助を出すという団体、ある

いはこれは株式会社、●●●さんですけども、その

時点での調査とか下調べは全くされないのか、その

辺りはどうなんでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 定元次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） まず、補助金のほ

うにつきましては、全額県の補助であります。市の

ほうは出ておりません。 

 それと、先ほど言いました、指定のほうに関しま

すと、指定のほうは、これは今、福祉監査課のほう

にはなるんですが、当然、書類とか全部出していた

だきまして、そこを十分見させていただいた中で、

間違いがないということで指定をしたというもの

であります。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 間違いがないということで判

断をしたということで、それを理解はできるんだけ

れども、２，０００万円という県の補助金、市が要

するにオーケーですということでスタートするん

だろうけれども、半年のこの経緯の中で、８月１日
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っておっしゃったかな。８月１日、９、１０、１１、

１２、もう破綻状況の中で２，０００万円を出して

るというような気がするんだけどな。実質やで、実

質。要するに、居宅介護の補助金を受けた、その前

段での審査がいかようにあったかということを質

問させていただいてるんですけども、その辺りはど

うなんですか。 

○委員長（清水  寛） 定元次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） まず、定期巡回の

ほうに関して、定期巡回、先ほど言いましたように、

２０２３年、令和５年の１０月１日に指定を受けて

おりますので、それから以降に補助金のほうを交付

してるというものであります。翌年の８月１日に居

宅介護のほうの指定を受けておりますが、これに関

しては一切補助金のほうは何も出しておりません。 

○委員（福田 嗣久） 市が。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） 市のほうが補助金

は出しておりません。 

○委員（福田 嗣久） この２，０５８万円やで。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） ２，０５８万円は

１０月、２０２３年の定期巡回のときに出していま

す。 

○委員（福田 嗣久） ああ、なるほど。２年、１年

か。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） １年半です。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） その時間経過は理解しました

けども、何となく非常に、もう詐欺のような気がす

るんだけどな。その辺はどうか、そこまで判断も何

も、調査もせえへんの、株式会社といえども。 

○委員長（清水  寛） 定元次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） まず、先ほど言い

ましたように、１０月の１日に定期巡回の指定を受

けました。このときに間違いないということで指定

をさせていただいております。その後、福祉監査課

のほうは、その後、来年すぐにということではない

のですが、何年か先に事務所のほうの検査のほうは

行くということは言っておりますが、それまでに今

回は把握ができたということになるんですがね。

（発言する者あり） 

○委員長（清水  寛） 定元次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） すみません。まず、

２，０００万円の補助金のほうは、先ほどありまし

た、まず、１０月の１日に指定を受けますが、補助

金申請は８月、その次の８月に出されます。補助金

申請がありまして、事務所を建てることと、車だと

か何かを買いたいという、それを合わせたものがま

ず２，０００万円になります。８月に申請をしてき

ます。その当時は、申請のものだけですんで、これ

が買いたい、こういうことしたいということで見さ

せてもらって、間違いないということで、高年介護

課のほうは補助金交付決定をさせていただきます。

ただ、補助金交付をする、補助金を支払うまでには、

指定を受けるというのが大前提ですので、それが１

０月の１日に指定を福祉監査課で受けましたので、

それが間違いがないということでありましたので、

１０月以降に補助金を交付したというものになり

ます。それが一連の流れです。 

○委員長（清水  寛） 若森参事。 

○健康福祉部参事（若森 洋崇） 追加でご説明いた

します。 

 要は、そのときに出てきた書類のうそを見抜けな

かったということに尽きると思います。我々がその

虚偽の申請を見抜けなかった、今、委員おっしゃっ

たみたいに、詐欺的な行為ということです。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 書類の正確性は前に向いてい

る分は理解できることはできるんですけども、今、

その裏が見抜けなかったという言い方されたんで

すけども、一応、法人として何年かのスパンがある

んで、表向きの介護居宅か、それでこういう資金が

要りますというのは、表向きの審査だし、そのベー

スにある法人としての経過ですな。これは、結局は

調べてなかったっちゅうことですか。ベースにある、

その裏にある株式会社としての資産内容とか、経営

内容とか、５年とか３年とかのスパンでね、調べて

ないもんか、基本的には。調べないもんかというこ

とだな。 
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○委員長（清水  寛） 定元次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） この申請の中で、

まず補助金申請の中で、例えば貸借対照表だとか、

そういう財務計算そういうのを出すということの

ものは、まず、この時点では出していただいており

ません。げんきに関しては出していただいておりま

せん。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） そういう仕組みの中でのこう

なってるとは思うんだけれども、この話を今聞いて、

なるほどということで、例の出石の乙女の湯と同じ

構図やなと思って考えとったんだけどな。だから、

表向きと、それよりもっと悪いんちゃうかなと思っ

てね。要するに、法人としての下調べを全くせずに、

一応市の窓口として書類上オーケーですと言うて

しまって、県の補助も下りてるんだと思うんだけど

も、その辺が、県のお金であろうと、市のお金であ

ろうとも、結局は我々みんなの税金だからね。いか

にも程度が悪いと言ったらおかしいけど、その運用

が甘いというふうに思ってしまうんです。 

 それで、今回、済んでしまって、どこだったかな、

一番下に、同社からの返還は困難であるということ

を言われてて、弁護士さんといっても困難なものは

困難なのです。なかなか、そこらが公金の使い方と

して非常に甘いような気がしてしまって、こうして

しつこく質問をさせてもらったようなことですけ

どね。やっぱりこういう失敗策は今後に生かしてほ

しいなということを市もそうだし、県もそうだと思

うので、ちょっときちっとした、申し訳ございませ

んだけでは済まんような気がしてな。ちょっとその

辺思うんですけども、いかがですか。私が言うこと

が、私が間違ってますか。 

○委員長（清水  寛） 定元次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） 先ほど言いました

ように、その当時の審査のほうに関して精査できて

なかったというのは、もうそれは事実でありますの

で、過ちでしかないと思っております。 

 その中で今後、今もうこれ済んでしまって、今後

また同じような申請も出てくると思っております

んで、そのときの再発防止策ということは担当課と

しては考えておりまして、３つあるかと思っており

ます。１つ目につきましては、先ほどありました、

事業所の経営状況の確認、これは絶対必要だなと思

っております。また、２つ目は、事業所指定での虚

偽の確認、３つ目としては、開設後のサービス提供

の確認ということで、この３つを考えております。 

 １つずつ説明をすると、１つ目の経営状況の確認

ということでありますと、資産等財務状況が確認で

きる書類を、これは提出するいうことにしておりま

す。 

 また、２つ目としましては、虚偽の確認ですが、

指定のほうは、先ほど言いましたように、福祉監査

課のほうが担当しておりますが、開設３か月前に高

年介護課にも事前計画を提出し、その後、１か月前

に福祉監査課に指定申請を出すという流れになっ

ておりますので、特に人員配置につきましては、介

護保険上、正しい人員配置になっているかを最終的

に確認し、指定許可をしたいと思っております。 

 また、３つ目です。一番問題なのは、開設後のサ

ービス提供の確認という、計画というのも必要だと

思います。本来であれば、補助金交付申請時にそれ

を提出するというものはないんですが、今後はやは

り事前計画をしっかり事業所のほうに出させて、無

理な計画になっていないかを確認したいと思って

おります。 

 決して今まで確認をしていなかったわけではあ

りませんが、今後、げんきのような、指定が遡って

取消しがないように、補助金申請時に新たな書類を

提出させて、正しい補助金申請並びに事業指定の申

請をして確認行為を行っていきたいと思っており

ます。 

 なお、事業開設後に事業所の現状確認を行うため、

福祉監査課とは情報共有も今後していきたいと思

っております。 

 なお、事業所が開設した後には、翌年度以降にな

りますが、福祉監査課が主導する運営指導というも

のがありますので、その辺をきっちりと確認をしな
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がら、今後も行っていきたいと思っております。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 初めて聞くようなことばっか

りで、福祉監査課いうのはできたんは分かるんだけ

ども、結果として、やっぱりここへ列記されてます

ように、取締役の懈怠や、悪意、重大な過失、詐欺

のような気もするんで、やっぱり市の窓口としてき

ちっとしたことをする必要があるんだろうなとい

うことは強く思いました。私が言ってることが間違

いだということであれば、間違いだというふうに言

っていただいて結構ですけども、そうでないのであ

れば、今おっしゃったようなことをね、やっぱり補

助金にせよ、こういった介護のことについて、特に

やっぱり問題も起きてるような気もしますので、し

っかりと対応せな、もったいない、いろんな意味で。

詐欺する人にお金を渡してね、気がなかっても結果

として詐欺になってしまうというのは、非常にもっ

たいないと思うで、公金の使い方として。建前は立

派だけどね、そんな気がするんで、しっかりと、今

日言っても仕方がないけどね。やっていただきたい

ということを要望ほどしときます。委員長まとめで。 

○委員長（清水  寛） 定元次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） 先ほど福田委員の

言われたこと、十分、こちらのほうも重々分かって

おりまして、先ほど言いました福祉監査課のほうと、

常に協議をさせていただいております。 

 今年度もまた定期巡回のほう、指定を、事業所が

ありますので、先ほど言いましたようなことで、今

まで出したことがないような書類等も早めに出さ

せていただいて、間違いないように、今後、同じよ

うなことがないようにしたいと思っております。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それで今、説明を受けながら

納得してるんですけども、要するに、真面目にやっ

てる業者さんに対して、これでもか、これでもかっ

ていう行き過ぎな面も出てくるわけだから、だから、

やっぱり反面のこういった事例についての最初の

取っかかりをやっぱりきちっとしとかんと、真面目

にやって、一生懸命してもうからんとこいっぱいあ

るんでね、そこに対して、これでもか、これでもか

いうて、監査、査察しとってもしゃあないとこもあ

るんで、そこらのバランスが必要やと思うで。 

○委員長（清水  寛） 若森参事。 

○健康福祉部参事（若森 洋崇） おっしゃるとおり

だと思います。今回、この訴えの提起をすることが

抑止力の一つになるんではないかというふうに思

っております。つまり、取締役が、今回の場合も悪

意、重過失なんですけども、そういうことをすると、

個人が訴えられますよ、個人の資産を全部押さえに

行きますよ、これも一つの抑止力かなというふうに

思っております。以上です。 

○委員長（清水  寛） ほかございませんか。よろ

しいですか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 可能性のことなので回答しに

くいかもしれませんけど、このペーパー見る限り、

お金がとてもない感じがするので、この訴訟は債務

名義を、費用倒れになるので、債務名義だけ取って

終わるのか、可能性が極めて高いのかなと思うんで

すが、どうでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 若森参事。 

○健康福祉部参事（若森 洋崇） ２つございます。

まず訴訟のほうですが、この方に資産が皆無ではあ

りません。（「皆無ではないか」と呼ぶ者あり）は

い。登記簿で確認できる資産がございます。訴訟費

用倒れにはならないのではないかというふうに弁

護士と協議しております。ただ、分からないんです

けれども……（発言する者あり）はい。と思ってお

ります。 

 もう１件、げんきの破産処理のほうですが、表面

上ないように見えるんですけれども、破産処理の中

には、否認権というものがあって、財産を隠しちゃ

ったり、よくやるのは売っ払ってお金に換えて、そ

のお金を個人が取るとか、そういうのを否認できる、

つまり詐害行為の取消し権がありますので、そこに

幾らかお金があるのではないか。で、そこも我々と
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しては全力を挙げて、先ほど福田委員おっしゃった

この交付した補助金等を取り返したい思っており

ます。 

 絶対にプラス・マイナスでプラスになるのかって

言われると、その自信はございませんけども、可能

性はあるので、そこは向かっていきたいと思ってお

ります。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） よく分かりました。ご説明あ

りがとうございました。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 本当に法人で税金を不正受給

して、隠して、最低だなと個人的に思っております。 

 これを今後やっていく上で、今まで多分法人との

話だったと思うんですけど、これから個人の名前も

世の中に出ていくのかなというふうに感じている

んですけど、その辺りはどういうふうな流れになり

そうですか。メディアの人が判断すると思うんです

けど、メディアにリリースとかされるんでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 若森参事。 

○健康福祉部参事（若森 洋崇） 議案に名前が書い

てあり、この議案そのものは公表されておりますの

で、名前が出るだろうと思いますが、出すか出さな

いかはメディアの自由なので、と思っております。 

○委員長（清水  寛） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 分かりました。本当に悪いこ

とした人は駄目だよっていうのはちゃんと伝えて

いただけたらうれしいなと思いますが、こちらは以

上です。ありがとうございます。 

○委員長（清水  寛） ほかよろしいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りいたします。（発言する者あり）あ、討論

ある、はい。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 申し訳ありません。皆さんの

言われることもよく分かります。当局の言われるこ

とも分かりますけど、最初に話しましたとおり、閉

会日に出てね、いきなり採決するには、うちの会派

で今朝相談しましたが、判断する時間が足らない。

行政が市民を訴えることは慎重であるべきだと。今

まであまりこういうケースを、長い先輩議員から聞

きまして、なんで、現時点で判断できないというこ

とで、反対とさせていただきます。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 私は賛成という、もろ手を挙

げて賛成とは言いにくいんですけども、この期に及

んで、要するに、市が判断されたことであるので、

大変悪意、重大な過失があるというふうに認められ

るということで、この件についてはやむなしという

ことで賛成の討論とさせていただきます。 

○委員長（清水  寛） では、挙手により採決をい

たしたいと思います。 

 本案は、原案のとおり可決すべきことに賛成の委

員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（清水  寛） 賛成多数により、第５４号

議案は、原案のとおり可決すべきものと決定しまし

た。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

   午前１０時３７分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時３７分 分科会開会 

○分科会長（清水  寛） ただいまより文教民生分

科会を開会いたします。 

 それでは、イ、分科会審査に入ります。 

 次に、第５５号議案、令和７年度豊岡市一般会計

補正予算（第３号）を議題といたします。 

 説明に当たっては、資料のページ番号をお知らせ

ください。 

 それでは、健康福祉部高年介護課の説明をお願い

いたします。 

 定元次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） 補正予算は歳出の

みであります。追加議案書の１６、１７ページをご



 8 

覧ください。一番上の表の説明欄、老人福祉総務費

２２１万８，０００円の増額です。今回の補正につ

きましては、第５４号議案で上程をしております損

害賠償請求に必要な経費を計上しております。 

 ２行目の報償金２２万円、その下の費用弁償１３

万８，０００円は、出廷や警察との協議に係る弁護

士の日当及び旅費であります。その下の行、普通旅

費１３万円、４行下の通行料６万円、その下の駐車

料１万５，０００円は、弁護士相談に係る職員の旅

費等であります。真ん中辺りの手数料の１６０万円、

業務委託料５万５，０００円は、裁判等に必要な費

用及び訴訟に関し弁護士に支払う報酬であります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 先ほどの５４号と同趣旨で反

対させていただきます。 

○分科会長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ５４号に対する弁護士費用等

でございますんで、賛成ということで意見表明させ

ていただきます。 

○分科会長（清水  寛） ほかございませんか。よ

ろしいですか。 

 それでは、賛成、反対の意見がありますので、挙

手により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきことに賛成の委

員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（清水  寛） 賛成多数により、第５５

号議案は、原案のとおり可決すべきものと決定しま

した。 

 以上で、委員会及び分科会に付託されました議案

に対する審査は終了しました。 

 ここで、委員の皆さん、当局職員の皆さんから何

かございましたら、ご発言をお願いいたします。よ

ろしいですか。（「休憩して」と呼ぶ者あり） 

 はい、暫時休憩します。 

午前１０時３９分休憩 

──────────────────── 

午前１０時４０分再開 

○分科会長（清水  寛） 会議を再開します。 

 それでは、当局の職員の皆さんは退席していただ

いて結構です。お疲れさまでした。 

 分科会を暫時休憩します。 

   午前１０時４０分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時４１分 委員会開会 

○委員長（清水  寛） それでは、委員会を再開し

ます。 

 次に、３番、意見・要望のまとめに入ります。 

 まず、本日委員会において審査しました第５４号

議案について、当委員会の意見・要望として委員長

報告に付すべき内容について協議をいただきたい

と思います。 

 暫時休憩します。 

午前１０時４１分休憩 

──────────────────── 

午前１０時４６分再開 

○委員長（清水  寛） 委員会を再開します。 

 ただいま協議いただきました委員長報告の案文

についてですが、補助金の支出に当たっては審査書

類としての正確性はもちろん、法人としての実態を

しっかり調査、把握した上で取り組んでいただきた

いという文言を付したいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、異議なしと認め、

そのように決定しました。 

 委員会を暫時休憩します。 

   午前１０時４６分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時４６分 分科会開会 

○分科会長（清水  寛） 分科会を再開します。 

 次に、分科会意見・要望のまとめに入ります。 
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 本日分科会において審査しました第５５号議案

について、当分科会の意見・要望として予算決算委

員会に報告すべき内容について協議いただきたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

 分科会を暫時休憩します。 

午前１０時４６分休憩 

──────────────────── 

午前１０時４７分再開 

○分科会長（清水  寛） 分科会を再開します。 

 それでは、ただいま協議いただきました分科会長

報告の案文につきましては、そのようにさせていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 ここで分科会を閉会いたします。 

   午前１０時４７分 分科会閉会 

──────────────────── 

   午前１０時４７分 委員会開会 

○委員長（清水  寛） 委員会を再開します。 

 最後に、協議事項４、その他についてを議題とい

たします。 

 委員の皆さんから、何か協議や意見交換すべき事

項があれば、ご発言願います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、特にないようで

すので、以上をもちまして文教民生委員会を閉会い

たします。お疲れさまでした。 

午前１０時４７分閉会 

──────────────────── 

 


